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特集 市民と議会が繋がる場
未来の市政を一緒に考えませんか
令和7年第2回定例会の結果
一般質問（10人25項目）
議会活動報告
令和7年第3回定例会の予定

特集
市民と議員が繋がる場
未来の市政を
一緒に考えませんか
令和7年第2回定例会Pickup案件
・【補正予算】避難所資機材整備や調理
業務委託事業に係る債務負担行為など
・市議会から意見書を国に提出



申込方法 ② 電話から 
①以外の方法は議会事務局まで
お問い合わせください。

TEL（0568）22-1111㈹

申込方法 ①



一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。

今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活
に
か
か

わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
内
容
は
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
議
会
録
画
中

継
」を
選
択
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。各
議
員
の
記
事
の
右
下

に
あ
り
ま
す
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
質
問
に
関
す
る
録
画
配
信
ペ
ー
ジ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

質
問
議
員
10
人

質
問
25
項
目 Pickup

可決
Pickup

可決

総務

役
割
分
担
で
業
務
の
円
滑
化
を
図
る

昨
今
の
労
働
力
不
足
の
局
面
に
お
い
て
は
、

市
税
等
の
収
納
率
が
低
迷
し
、
滞
納
整
理
業

務
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。督
促
事

務
等
の
見
直
し
に
よ
り
、
収
納
や
徴
収
環
境

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
録
音
し
た
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
一
斉
発
信
す
る
電
話
自
動
発
信
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
一
斉
送
信
す
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ
催
告
と
い
っ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
徴
収
催
告
で
、
収
納

率
と
職
員
意
識
を
向
上
で
き
る
と
考
え
る
が
、

ど
う
お
考
え
か
。

①
架
電
で
き
る
滞
納
者
は
何
名
か
。

②
市
税
の
現
年
度
収
納
率
、
滞
納
繰
越
分
収

納
率
の
県
内
平
均
値
と
当
市
の
県
内
順
位
は
。

③
電
話
自
動
発
信
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
催
告
の
導
入
の

考
え
は
。

①
約
９
０
０
名
。

②
令
和
５
年
度
決
算
ベ
ー
ス
の
実
績
で
は
、

県
内
38
市
の
市
税
関
係
平
均
収
納
率
が
98
．

72
％
に
対
し
、
本
市
収
納
率
は
97
．２
％
。順

位
は
33
位
。そ
の
う
ち
、滞
納
繰
越
分
の
平
均

収
納
率
は
31
．67
％
で
、本
市
滞
納
繰
越
分
収

納
率
は
24
．80
％
、順
位
は
31
位
。

③
令
和
５
年
度
に
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
に

着
手
し
た
が
、
連
絡
先
が
把
握
で
き
て
い
る

の
が
滞
納
者
の
総
数
約
６
０
０
０
件
の
う
ち
、

約
９
０
０
件
程
度
で
あ
り
、
費
用
対
効
果
的

に
メ
リ
ッ
ト
は
見
い
だ
せ
な
い
と
判
断
。導

入
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

・
地
区
担
当
制
か
ら
金
額
担
当
制
へ
の
変
更

と
数
値
目
標
の
導
入

・
税
と
料
の
徴
収
業
務
の
一
元
化

・
徴
収
財
源
の
使
い
道

収
納
課
長

えん罪は、無実の者を犯罪者として処罰することである。
これは、国家による最大の人権侵害の一つである。
えん罪被害者を出さないような捜査権の行使が必要不可
欠であることはもとより、えん罪被害者となった者を速や
かに救済する制度の構築も非常に重要である。
ところが、現在の法制度においては、捜査機関が保有する
証拠の開示及び利用に関する規定がなく、救済を求める者
の再審請求を困難としている。そして、これらの証拠の保
管及び保存のルールが不十分であり、無罪を示す証拠が廃
棄される危険性もある。
また、再審開始決定に対する検察官の不服申立が認めら
れていることにより、審理の長期化が引き起こされている。
さらには、再審請求手続に関する規定が整備されておら
ず、裁判官による審理のばらつきが生じることによる「再
審格差」が生じており、再審制度によって救済を求める者
の手続保障が十分に確保されていない。
以上の次第であり、国に対し、えん罪被害者の速やかな救
済のため、刑事訴訟法における再審に関する規定の改正に
より、下記の事項を実現するよう要望する。

記
１ 再審請求手続において、捜査機関が保有する証拠の利用
を可能とすることも含め、全面的に開示することを可能
とする手続の制度化

２ 再審開始決定に対する検察官の不服申立を禁止すること
３ 再審請求手続の審理に関する手続規定を明文化すること
４ 証拠の保管及び保存のルールを明文化すること



総務

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
を
返
礼
品
に

教育

小
中
学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

市民健康

対
象
者
へ
の
積
極
的
勧
奨
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　

総合政策

行
政
改
革
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ま
み
や
　
文
枝
（
公
明
党
）

熊
澤
　
真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

そ
の
他
の
質
問

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
に
よ
る
無

料
接
種
は
令
和
６
年
度
で
終
了
し
た
が
、
キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
期
間
中
に
１
回
以
上
接

種
し
た
方
、
定
期
接
種
最
終
年
度
で
あ
っ
た

高
校
１
年
生
相
当
の
女
子
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
に
１
回
以
上
接
種
し
た

方
は
、
残
り
の
接
種
を
最
大
１
年
間
公
費
で

受
け
ら
れ
る
よ
う
措
置
が
取
ら
れ
た
。

し
か
し
、
今
年
度
定
期
接
種
の
最
終
年
と

な
る
高
校
１
年
生
相
当
の
方
は
、
経
過
措
置

の
対
象
外
で
あ
り
、
接
種
を
完
了
す
る
ま
で

に
約
６
か
月
か
か
る
た
め
今
年
の
９
月
ま
で

に
１
回
目
の
接
種
を
検
討
し
な
い
と
公
費
に

よ
る
接
種
期
限
が
過
ぎ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
定
期
接
種
最
終
年
度
と
な
る
高
校
１
年
生

に
対
し
て
個
別
通
知
に
よ
る
勧
奨
を
積
極
的

に
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取

組
は
。

定
期
接
種
の
最
終
年
と
な
る
高
校
１
年
生

相
当
の
女
子
に
対
し
、
夏
休
み
に
接
種
の
検

討
が
で
き
る
よ
う
７
月
中
旬
に
接
種
勧
奨
は

が
き
に
よ
る
個
別
通
知
を
行
う
予
定
。

定
期
接
種
を
公
費
で
接
種
で
き
る
期
間
に

つ
い
て
は
、広
報
、市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を

通
じ
て
情
報
提
供
を
行
い
、
さ
ら
な
る
接
種

率
の
向
上
に
努
め
た
い
。ま
た
、市
民
に
分
か

り
や
す
い
表
示
を
考
え
て
い
き
た
い
。

・
子
宮
頸
が
ん
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
導
入
に
つ
い

　
て

・
予
防
接
種
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い

　
て

通
学
区
域
に
は
、法
令
上
の
定
め
は
な
く

道
路
や
河
川
等
の
地
理
的
状
況
、
地
域
社
会

が
作
ら
れ
て
き
た
長
い
歴
史
的
経
緯
や
住
民

感
情
な
ど
、其
々
の
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、

設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
通
学
区
域
は
、
北
名
古
屋
市
通
学
区
域
審

議
会
に
お
い
て
、
平
成
19
年
8
月
に
答
申
さ

れ
て
以
来
見
直
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画

に
は
、今
後
10
年
程
度
は
、現
況
の
学
校
施
設

を
維
持
す
る
と
あ
り
、
統
廃
合
に
よ
る
通
学

区
の
見
直
し
は
、
し
ば
ら
く
は
な
い
と
想
定

さ
れ
る
。

地
域
や
社
会
の
変
化
と
、何
よ
り
も
、子
ど

も
達
や
保
護
者
の
思
い
を
汲
み
取
り
、
通
学

区
域
に
つ
い
て
、
検
討
を
始
め
る
時
期
が
来

て
い
る
と
感
じ
る
。

①
当
市
に
お
け
る
通
学
区
域
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
は
。

②
通
学
区
域
の
弾
力
的
な
運
用
の
拡
充
や
通

学
区
域
の
見
直
し
は
。

①
通
学
区
域
は
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
望
ま

し
い
教
育
環
境
の
た
め
の
適
正
な
区
域
で
あ

り
、学
校
の
人
数
、通
学
の
安
全
性
、地
域
の

つ
な
が
り
に
よ
り
設
定
す
べ
き
も
の
だ
と
考

え
る
。

②
選
択
区
域
の
拡
充
等
、
通
学
区
域
の
見
直

し
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
と
捉
え
、
公

共
施
設
適
正
配
置
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、早
急
に
着
手
し
た
い
。

・
災
害
関
連
死
を
認
定
す
る
審
査
会
の
設
置

　
に
つ
い
て

財
政
の
健
全
化
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
、効
率
的
・
効
果
的
な
運
営
を
め
ざ
し
て
、

行
財
政
改
革
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
必
要
な
事
業
を
優
先
し
、
行
政
の
目
線

だ
け
で
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
、
未
来
を
見
据
え
て
将
来
に
希

望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
目
線
を
加

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

政
策
面
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考

え
を
お
聞
き
し
た
い
。

①
政
策
面
か
ら
捉
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

は
。

②
検
証
し
た
内
容
は
。

③
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
理
解
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

①
2
0
4
0
年
問
題
を
見
据
え
、
政
策
の
目

的
を
明
確
に
し
、
多
様
な
担
い
手
の
参
画
も

促
し
な
が
ら
、
社
会
情
勢
や
行
政
課
題
に
対

応
で
き
る
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

②
見
直
し
た
事
業
の
検
証
に
は
時
間
が
か
か

る
が
、
市
民
説
明
会
で
実
施
し
た
行
財
政
改

革
実
行
プ
ラ
ン
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、

一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
検
証
結

果
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

③
市
長
と
の
対
話
集
会
や
市
民
説
明
会
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
積
極
的
に

情
報
発
信
、意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

・
財
政
改
革
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
へ
の
影
響
に
つ
い

　
て

・
教
員
の
不
祥
事
の
根
絶
に
向
け
て

近
年
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
創
作
活
動

か
ら
生
ま
れ
た
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品

が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。こ
の

取
組
み
は
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
の

機
会
拡
大
と
地
域
の
魅
力
発
信
の
両
方
を
兼

ね
備
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
地
域
の
ア
ー
ト
や
福
祉
の
振
興
、
市
の
魅

力
発
信
の
観
点
か
ら
、
返
礼
品
と
し
て
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
福
祉
や
ア
ー
ト
の
振

興
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
検
討
す
る
考
え

は
。

②
他
自
治
体
は
作
家
と
連
携
し
、
グ
ッ
ス
な

ど
返
礼
品
化
し
て
い
る
が
、
福
祉
施
設
や
企

業
と
連
携
し
て
取
組
む
考
え
は
。 

①
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
通
じ
て
多

様
な
表
現
や
価
値
観
を
広
め
る
機
会
の
拡
大

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
魅
力
発
信
や
地
域

活
性
化
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。関
係
者
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
地
場
産
品
基
準
に
該
当
す
る
返
礼
品
の

提
供
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
作
家
の
方
は
基
本
的
に
障
が
い
を
有
す
る

方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
品
を
安
定
的
に
提

供
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
福
祉
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
中
間
業
者
等
を
探
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。今
後
、福
祉
部
局
と
も
相
談

し
な
が
ら
、
作
品
を
通
じ
た
障
が
い
者
の
支

援
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
拡
充
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

つ
る
た
　
り
え
（
公
明
党
）

上
野
　
雅
美
（
立
憲
民
主
党
）

財
政
課
長

そ
の
他
の
質
問

総
合
政
策
部
長

健
康
課
長

そ
の
他
の
質
問

教
育
部
長

7 6議会だより Vol.97議会だより Vol.97　



市民健康

父
親
の
産
後
う
つ
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
を

教育

不
登
校
を
生
ま
な
い
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

総合政策

公
共
複
合
施
設
建
設
の
検
討
を

教育

別
居
親
の
学
校
行
事
の
参
加
に
つ
い
て

伊
藤
　
大
輔
（
立
憲
民
主
党
）

渡
邉
　
麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

不
登
校
は
子
ど
も
の
せ
い
で
は
な
い
。ス

ト
レ
ス
に
よ
っ
て
心
が
傷
つ
く
こ
と
は
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
環
境
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

授
業
内
容
や
授
業
時
数
の
増
加
に
よ
り
、

子
ど
も
に
と
っ
て
も
教
職
員
に
と
っ
て
も
学

校
が
競
争
的
で
忙
し
い
環
境
へ
と
変
化
し
、

子
ど
も
と
教
員
が
心
を
通
わ
せ
る
時
間
の
減

少
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。新
た
に
不

登
校
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
が

学
校
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
学
校
が
子

ど
も
た
ち
に
合
わ
せ
た「
学
校
づ
く
り
」が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

①
中
学
校
２
・
３
年
生
に
も
少
人
数
学
級
化

が
有
効
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

②
教
職
員
定
数
改
善
が
重
要
だ
が
見
解
は
。

③
子
ど
も
の
尊
厳
を
大
切
に
し
た
、
不
登
校

を
生
ま
な
い
学
校
づ
く
り
の
取
組
は
。

④
全
中
学
校
に
設
置
し
た
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
理
念
や
実
施
内
容
及
び
利
用
状
況

は
。

①
35
人
学
級
が
望
ま
れ
る
。国
・
県
の
基
準
が

緩
和
さ
れ
れ
ば
、遅
滞
な
く
移
行
し
て
い
く
。

②
教
育
の
質
の
向
上
や
教
員
の
働
き
方
改
革

の
実
現
を
す
る
た
め
、
必
要
不
可
欠
と
捉
え

て
い
る
。

③
学
校
生
活
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

「
わ
か
る
授
業
・
楽
し
い
授
業
」へ
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、給
食
が
楽
し
い
の

も
魅
力
の
一
つ
。な
お
、児
童
生
徒
の
異
変
に

は
早
期
対
応
に
努
め
、
児
童
生
徒
が
学
校
の

外
に
置
か
れ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

④「
こ
こ
か
ら
始
め
よ
う
」「
個
人
の
特
徴
や

持
ち
味
を
生
か
す
」
な
ど
の
意
味
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、
落
ち
着
い
た
空
間
で
自
分
に
合

っ
た
ペ
ー
ス
で
学
習
・
生
活
が
で
き
る
。利

用
状
況
は
10
日
間
で
延
べ
58
件
。

・
子
ど
も
も
親
も
安
心
で
き
る
不
登
校
支
援

　
を

・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
多
様
な
居
場
所
支

　
援
を

内
閣
府
の
デ
ー
タ
で
は
、
離
婚
後
の
家
庭

の
面
会
交
流
が
3
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
別
居
親
が
入
学
式

や
卒
業
式
な
ど
様
々
な
学
校
行
事
に
参
加
を

さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
行
政
の
差
別
と
感
じ
る

と
い
う
声
が
全
国
で
上
が
っ
て
い
る
。

学
校
が
同
居
親
の
承
諾
を
条
件
に
別
居
親

の
参
加
を
制
限
す
る
対
応
は
、
親
権
者
を
保

護
者
と
す
る
学
校
教
育
法
第
16
条
や
令
和
５

年
の
高
裁
判
決
と
矛
盾
し
、
法
律
上
問
題
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
既
に
複
数
の
自
治
体
で
別

居
親
差
別
の
撤
廃
が
進
ん
で
い
る
。市
と
し

て
の
保
護
者
の
定
義
、
別
居
親
の
学
校
行
事

の
参
加
の
現
状
及
び
今
後
の
対
応
は
。

保
護
者
の
定
義
は
、
学
校
教
育
法
第
16
条

に
規
定
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
法
の
解
釈

に
基
づ
き
認
識
を
し
て
い
る
。別
居
親
の
学

校
行
事
へ
の
参
加
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
広
く
周
知
し
て
お
り
家
庭
事
情
に
関
係

な
く
参
加
が
可
能
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ

て
学
校
が
配
布
し
た
名
札
の
着
用
を
求
め
る

場
合
が
あ
る
。

今
後
、
別
居
親
の
対
応
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
事
や
多
様
な
家
族
の
あ
り
方
へ
の
理
解

を
深
め
、
偏
見
や
差
別
的
な
態
度
と
誤
解
を

受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
市
校
長
会
を
通
じ

て
教
職
員
に
注
意
喚
起
を
行
う
。文
部
科
学

省
や
県
教
育
委
員
会
か
ら
関
係
す
る
通
知
等

が
発
出
さ
れ
た
場
合
は
、適
切
に
対
応
す
る
。

・
共
同
親
権
に
関
す
る
民
法
改
正
の
周
知
に

　
つ
い
て

・
食
育
に
つ
い
て

母
親
の
産
後
う
つ
は
今
で
は
広
く
知
ら
れ

た
周
産
期
の
精
神
疾
患
で
あ
り
、
産
後
に
気

分
が
沈
み
、
物
事
に
対
す
る
興
味
が
な
く
な

る
等
の
症
状
が
あ
る
。

近
年
、
そ
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
不
調
が
父

親
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

お
り
、父
親
の
産
後
う
つ
と
し
て
、注
目
さ
れ

て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
生
活
が
大
き

く
変
わ
り
、夫
婦
関
係
の
変
化
や
慣
れ
な
い

育
児
へ
の
不
安
、
長
時
間
労
働
等
が
原
因
と

な
っ
て
、
産
後
う
つ
を
発
症
す
る
父
親
が
増

加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

父
親
で
あ
れ
母
親
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
か
が

産
後
う
つ
を
発
症
す
る
こ
と
に
よ
る
、
子
ど

も
の
発
達
や
家
族
関
係
、
地
域
社
会
な
ど
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

父
親
の
産
後
う
つ
を
防
ぐ
た
め
の
取
組

は
。パ

パ
マ
マ
教
室
に
お
い
て
、
男
性
臨
床
心

理
士
か
ら
体
験
談
を
伝
え
て
も
ら
い
、
赤
ち

ゃ
ん
が
い
る
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、乳
幼
児
健
診
の
際
は
、母
子
の
体

調
面
や
不
安
に
着
目
し
対
応
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、今
後
作
成
す
る
問
診
票
に
は
、父
親

や
育
児
支
援
者
の
健
康
状
態
を
聞
く
質
問
を

入
れ
、父
親
の
産
後
う
つ
の
予
防
・
早
期
発
見

に
つ
な
げ
た
い
。

本
市
で
は
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。策
定
に
あ
た
り
、老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
施
設
の
長
寿
命
化
工
事
を
行

う
の
か
、建
て
替
え
を
す
る
の
か
、い
ず
れ
も

費
用
が
か
か
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
公
共
施
設
を
設
置
し
て

い
く
か
の
研
究
材
料
と
し
て
、
複
合
施
設
の

検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る
。複
合
施
設
は
、多

世
代
が
集
ま
り
、
交
流
が
図
ら
れ
た
り
活
性

化
す
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。財

政
面
で
の
課
題
は
あ
る
が
、
住
民
福
祉
を
中

心
に
検
討
す
る
の
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

公
共
複
合
施
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。ま
た
、公
共
施
設
を
財
政
面

含
め
て
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

施
設
の
複
合
化
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
施
設
面
だ
け
で
な
く
、
多
世
代
・
他
分
野

の
交
流
と
い
う
機
能
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
重
要
な
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。公
共
施
設
適
正

配
置
計
画
で
は
、
複
合
化
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
て
お
り
、今
後
、ど
の
よ
う

な
施
設
の
複
合
化
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
か

検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
準
備
を

進
め
て
い
る
包
括
管
理
業
務
に
よ
る
日
常
点

検
等
で
、
安
心
し
て
施
設
を
利
用
で
き
る
期

間
を
延
長
し
、
計
画
に
沿
っ
て
複
合
施
設
を

含
む
改
築
を
検
討
し
て
い
く
。

・
廃
止
さ
れ
た
公
共
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

　
ス
ト
に
つ
い
て

川
渕
　
康
宏
（
日
本
共
産
党
）

小
村
　
貴
司
（
無
会
派
）

政
策
調
整
課
長

そ
の
他
の
質
問

保
健
セ
ン
タ
ー
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

教
育
部
次
長

教
育
部
次
長
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教育

児
童
の
日
傘
購
入
費
の
補
助

ひ
ろ
た
　
幸
治
（
無
会
派
）

気
象
庁
の
予
報
で
は
、
今
年
の
夏
も
厳
し

い
暑
さ
が
訪
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
事
が
懸
念
さ
れ
る
。特

に
低
学
年
児
童
は
大
人
よ
り
熱
中
症
に
な
り

や
す
く
、
夏
季
炎
天
下
で
は
体
幹
深
部
温
が

大
人
以
上
に
上
昇
し
や
す
い
。２
０
２
３
年

の
夏
に
は
学
校
管
理
下
や
登
下
校
中
に
全
国

で
３
２
４
０
件
の
熱
中
症
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

日
傘
は
携
行
で
き
る
日
陰
と
し
て
直
射
日

光
を
遮
り
、
人
体
に
あ
た
る
日
射
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。体

感
温
度
は
頭
部
で
４
〜
９
度
、
体
全
体
で
は

１
〜
２
度
下
が
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

た
め
、リ
ス
ク
軽
減
に
有
効
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
小
学
１
年
生
を
対
象

に
日
傘
購
入
費
用
の
補
助
制
度
を
導
入
す
る

考
え
は
。

猛
暑
が
年
々
厳
し
さ
を
増
す
中
、
熱
中
症

対
策
は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
問
題
で
あ

る
。市
内
小
中
学
校
の
保
護
者
に
ネ
ッ
ク
ク

ー
ラ
ー
や
日
傘
の
活
用
を
認
め
る
文
書
を
配

布
し
た
が
、日
傘
は
、周
り
の
視
界
が
遮
ら
れ

狭
く
な
る
と
い
う
危
険
性
が
あ
る
。教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
日
傘
の
使
用
に
つ
い
て
家

庭
で
話
し
合
い
、
児
童
生
徒
の
成
長
段
階
に

合
わ
せ
て
活
用
す
る「
自
助
」の
分
野
と
判
断

し
、購
入
費
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
も
学
校
と
連
携
し
、
登
下
校
時
の
水

分
補
給
や
荷
物
の
軽
減
な
ど
、
学
校
で
し
か

で
き
な
い
熱
中
症
対
策
と
し
て
、「
公
助
」の

分
野
に
つ
い
て
知
恵
を
絞
る
。

・
使
い
捨
て
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
空
ケ
ー

　
ス
の
回
収

教
育
部
次
長

そ
の
他
の
質
問

北名古屋市のみならず、全国の地方自治体
が共通して抱える課題について改めて認識す
ることができ、中学校施設を中心に公共施設
を複合化した具体的な事例は、今後我々が進
むべき方向性を考える上で大いに参考となり
ました。特に印象に残ったのは、「市民もや
る気になる魅力的なモデルをつくること」と
いう言葉です。行財政改革の名のもとに、縮
小や削減ばかりを市民に強いるのではなく、
市民が夢を抱き、意欲をもって積極的に参画
したくなるようなモデルをいかに提示できる
かが、成功への鍵であると強く感じました。

北名古屋市公共施設適正配置計画の策定を
進めるにあたり、公共施設を取り巻く状況と
自治体における取組事例について
市主催の勉強会に参加しました。

全国市議会議長会定期総会及び東海市議会議長会定期総会において、
地方自治の発展に尽力された功労により、本市議会からは、４名の方が表彰を受けられました。

※大野厚議員におかれましては、
　令和７年４月1日にご逝去されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。永津正和議員

（在職15年）

神田薫議員

（在職20年）

大野厚議員※ 沢田哲議員

～議員表彰～  ～議員表彰～  

議会活動報告
公共施設に関する勉強会に参加しました 議員研修

総務常任委員会委員長所管

皆様の声をお聞かせください
議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ

　

（0568）23-3140
議会事務局

箱
見
意
ご

市政の現状を生で
知ることができた。

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市の活動に直轄する

問題を知ることができた
。

一般質問の真意が理解できた。

市議会モニター意見箱 ～第 2回 定例会～
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請願書・陳情書の提出について
令和7年第3回定例会の審査対象となる請願書・陳情書の提出期限は、
8月15日（金）の午後5時（予定）です。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

令和7年　第3回定例会の予定

編 集 後 記

北名古屋市議会

インターネットで議会の録画中継や議案の審議
結果など様々な情報が見られます。みなさまの
アクセスをお待ちしております。
※通信料はご利用者の負担となります。

［受付時間］ 会議開始30分前から
［受付場所］ 市役所東庁舎 4階
 東エレベーター前
※委員会は先着10名で、途中での入退室は
　できませんのでご了承ください。

　編集後記までお読みくださり、誠にありがとう
ございます。
　今号きたしるでは、6月定例会の報告、10月4日
開催予定の第2回意見交換会について5月に行った
WEBアンケート調査の結果などを掲載。その他の
活動報告では、議員研修（公共施設に関する勉強
会）、議員表彰などを掲載しました。
　いよいよ、意見交換会の参加者の募集も始まります。
第1回意見交換会の楽しそうな写真も掲載させて
頂きましたがご覧いただけましたでしょうか。是非、
会場にお越しいただき多くの皆さまと、未来の北名古屋市
についてお話できることを楽しみにしております。

発
行
／
北
名
古
屋
市
議
会
　
編
集
／
北
名
古
屋
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

住
所
／
〒
481-8501 愛

知
県
北
名
古
屋
市
熊
之
庄
御
榊
60

電
話
／
TEL0568-22-1111　

FAX／
0568-23-3140

議
会
だ
よ
り
が

ア
プ
リ
で

読
め
ま
す
。

北
名
古
屋
市
議
会
だ
よ
り

北
名
古
屋
市
議
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